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それより西側の吉備高原内に分布する中新統は分布標高が
西側ほど高く（図 1），鈴木・田中（2017）によるとその
分布は谷埋め状で限られた範囲を示すとされる．このよう
な中新世海成層の分布は，古第三紀の河川成層である吉備
層群と共に，吉備高原の形成史を考える上で重要である．
また，勝田層群からは中新世を代表する哺乳類であるパレ
オパラドキシアの全身骨格標本（津山市郷土博物館にて展
示）が見つかっており，保存状態の良いビカリア化石（奈
義町のなぎビカリアミュージアムにて展示）も多産するこ
とから，古生物学的にも意義深い．

　岡山県から広島県にかけての吉備高原には，日本海拡大
時に形成された中新世海成層（15Ma 前後）が分布する．
岡山県の津山盆地を中心に分布するものは勝田層群と呼ば
れ，岡山県西部から広島県にかけて分布するものは備北層
群と呼ばれている（図 1, 図 2）．また，両層群の分布域の
間にも有

う か ん

漢層（図 1，図 2）などの中新世海成層が小規模
に分布する．当時の古地理として柴田・糸魚川（1980）
は多島海的な内海を復元している．また，津山盆地におい
ては Taguchi (2002) が日本海側へと海域が続く古地理を
復元している．津山盆地とその周辺の勝田層群は，現在の
標高 100 ～ 200m 程度の範囲に広く分布するのに対し，
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図 1　岡山県域の中新統の分布
　基盤地図情報数値標高モデル 10mメッシュ（国土地理院，2018）を基に作成した高度段彩図に 20 万分の 1日本シーム
レス地質図V2（産業技術総合研究所地質調査総合センター，2018）による岡山県域の中新統の分布を重ねて表示した．
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露頭1：道の駅「かよう」付近の中新世海成層（図4）
　国道 484 号線沿いの切土に泥質砂岩を主体とする浅海
成の有漢層が露出している（図 4A）．露頭は高さ 3m 程度
で，上部では泥質砂岩の上に重なる礫岩層を観察すること
ができる（図 4B）．本露頭は生痕化石を多含するので，そ
れを容易に確認することができる．生痕化石とは「地層や
化石に残された古生物の生活の痕跡」（魚住・磯貝 , 1996）
である．本露頭の生痕化石は堆積物中の匍

はいあと

跡や巣穴とみら
れ，その外形に沿って鉄分等が沈着している（図 4C）．ま
た，生痕化石の内外で砕屑粒子の粒度の違いが認められる
場合もある（図 4D）．本露頭のように，生物活動によっ
て堆積物が攪

かくはん

拌されることは生物擾
じょうらん

乱（バイオターベーシ
ョン）と呼ばれ，特に生物活動の活発な浅海の堆積物に認
められることが多い．生痕化石の他にも，注意深く観察す
ると二枚貝の印象化石（図 4E）を見つけることができる．
印象化石とは「古生物遺体の実質あるいはその置換物が保
存されず，形態の印象だけが型となって残った化石」（絈
野 , 1996）である．本露頭では二枚貝の殻の外形が雌型と
して残っている．雌型の印象化石からは雄型の模型（レプ
リカ ; 図 4F）を造ることができ，研究等に供することが
できる．この他に，陸源由来と考えられる炭質物の挟み（図
4G）を見つけることができる．炭質物の厚さは数 mm 程
度から 2cm 程度である．海成の泥質堆積物には一般に黄
鉄鉱（FeS2）などとして硫黄（S）が含まれているため，
それが酸化・分解することで硫酸イオン（SO4

2-）となり，
酸性水が発生することがある（例えば，千木良 , 1995; 図
4H）．図 4B に示されるように，本露頭では酸性水による
ためか法面保護用に設置された鋼製部材が腐食している

（鈴木・田中，2017）．
　露頭 1 から国道 484 号線を西へ約 3km の付近（賀陽 IC
出口から西へ約 600m 付近）では，古第三系吉備層群を不
整合に覆う有漢層の露頭が認められる（鈴木ほか，2009）．
また，露頭 1 から北北西約 4km の上竹地区では，有漢層
の泥岩とそれに挟まれる凝灰岩の露頭が見られ，凝灰岩か
らは 15.5 ± 0.1Ma というジルコン FT 年代が求められて
いる（鈴木ほか，2009）．

　今回は岡山県の中新世海成層のうち，①谷埋め状の分布
を示す有漢層と，②津山盆地に分布する勝田層群を取り上
げ，①生痕化石や二枚貝の印象化石等の観察ができる露頭，
および②基盤岩との不整合を示す露頭，を紹介する．前者
は吉備中央町の道の駅「かよう」の近傍，後者は津山市の
公園であるグリーンヒルズ津山の近傍に位置し，いずれも
アクセスがしやすい（図 3）．

図 4　道の駅「かよう」付近の中新世海成層
　（A）露頭全景．NPO法人地球年代学ネットワークと備前県民局
による協働提案事業「ジオの魅力を学び体験する協働事業の推進」
における露頭見学会（2018 年 10月13日）の様子．案内者は岡
山大学の鈴木茂之教授．（B）泥質砂岩の上に重なる礫岩層．法
面に刺された鋼製部材は腐食している．（C）鉄分等の沈着で示さ
れる生痕化石を多含する泥質砂岩．（D）砂管状の生痕化石．砂
管内部の方が周囲に比べ砕屑粒子の粒度が粗い．（E）二枚貝の
印象化石．露頭面に対して凹んでおり，二枚貝の殻の外側の形状
が雌型として残っている．殻頂（写真上）から腹縁（写真下）に
向かって放射状の筋（放射肋

ろく

）が認められる．（F）写真 Eの雌型
印象化石から作製した雄型の模型．軽量紙粘土を露頭の印象化石
に押し当て作製した．軽量紙粘土は柔らかいため，印象化石に大き
な力を加えて破壊することなく型を取ることができる．この模型では，
腹縁に沿って放射肋と高角度で交わる筋（輪

りんろく

肋）も認められる．（G）
厚さ1～ 2cm程度の炭層を挟む泥質砂岩．（H）法面下にたまっ
た岩石小片を水道水（中性）に浸してかき混ぜてしばらく放置し，
その上澄みをリトマス試験紙で調べた結果．青色の試験紙が赤色に
変化し，赤色の試験紙は変化しないことから，上澄みは酸性である．
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図 3　露頭位置図
　（A）道の駅「かよう」（吉備中央町）付近の露頭．（B）グ
リーンヒルズ津山（津山市）付近の露頭．基図は地理院地図（電
子国土Web）を引用し，それに加筆した．

図 2　岡山県域における 15Ma前後の中新統の対比
　沢田・山内（2009）および鈴木ほか（2009）を基に作成．
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露頭2：グリーンヒルズ津山付近の不整合露頭（図5）
　津山市の公園であるグリーンヒルズ津山のすぐ近くを吉井
川水系の宮川が流れている．この河床では，基盤岩である
周
す お う

防変成岩類の泥質片岩を勝田層群が不整合に覆う露頭が確
認される（図 5A，5B）．不整合面の基底に分布する礫岩は，
最大長径 80cm 程度の泥質片岩などの巨礫を含む．一見する
と，泥質片岩からなる河床に現世の河床礫が分布しているか
のように見えるが，礫間は固結した基質で充填されている（図
5C）．基質部（図 5D）は貝化石などを含み，石灰分に富ん
でいる．
　露頭 2 より上流側には基盤岩である泥質片岩が露出し，下
流側には勝田層群の砂岩が河床に連続する．基底礫岩自体は
厚くはなく，すぐに砂岩へと岩相が移り変わる．礫岩は海進
時のラグ堆積物の可能性が考えられる．
　なお，本露頭の存在は横山義人氏（NPO 法人地球年代学
ネットワーク）からご教示いただいた．
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図 5　グリーンヒルズ津山付近の不整合露頭
　（A）露頭全景．宮川河床の左岸側に位置する．（B）不整合露頭の状況．泥質片岩などの巨礫を含む基底礫岩が基盤岩である泥質
片岩（周防変成岩類）を覆う．（C）不整合露頭の近接写真 . 礫間は固結した基質で充填されている．（D）礫岩の基質部の試料写真．
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